近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１８クール日報（４月１日～４月７日）
	報告日
天気
	４月５日（金）
晴れ
（気温：4～14°）
	報告者
	兵庫県社協　安並
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１８クール：小島、山口、仲川、長三、宗重、池辺、田畠、長谷部、野口、福田、安並
　　　　　　　　

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:30 マッチング開始
10:30 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:40 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場
和倉温泉運動公園　最終日


	
	17:00 終礼
17:30 現調締め作業、残務整理
18:00 活動終了
20:15～20:45 19クールと顔合わせ等

	報告事項

	
●VCの状況　V121名（テント村100名、県V19名、運転2名）
　現地調査27件（うち一般25件、現場系2件、キャンセル0件）
　ニーズ対応18件（うち完了18件、継続0件）
　ニーズ残444件（キントーン数値）

●マッチング担当
・テント宿泊ではないテント村経由の申請者等で予定人数を上回り、昨日に続き、仮仮への追加派遣、Vセン内清掃等に回っていただいた。
・活動終了後、保健係から救急箱の回収を忘れないようタスクに入れる。

●受付・資材担当
・ビブスの使用枚数等の総数を確認（F79、ＸＸＬ46、うち洗濯25　全150）
・不足する資材を点検し、クールリーダーを通じて、七尾市社協と調整。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター7名、近ブロ2名、丸亀3名、京都市3名、市社協1名の5班構成で実施。⇒19クールから近ブロは現地と電話対応の役割を分けたことで、効率化できた。

●仮仮置き場担当
・テント村40名


	今後の主な予定
	テント村を運営する総社市市長がＶ活動、視察予定。テント村は5月末までの予定。


	調整課題・所感等
	・工具セットを各班に新たに用意し、各Ｖ班に配布。
・V活動で必要な家具搬出時の毛布、仮仮で使用する工具（インパクト含む）、インソールなどが不足（七尾市社協と共有）
※インソールはリサイクルも要検討。
※解体・分別等の作業があるため、インソール等が、必需品であることの再周知検討。
・Vセン車両駐車場の変更に伴い、車両を移動。
（車両駐車エリアの図面を作成し、運転ドライバーに徹底していく）
・ビブスは現在、150枚（当初200枚）。Vリーダーに回収してもらうなど確実な回収が必要。
・4/6（土）～全戸ちらし配布予定であったが、市・市社協、町会長との確認等で開始日調整中。
・現地調査は、アポの連絡がつかないケースが多く、次クールから人数も増えるため、直接、訪問も実施していく。
・4/7（日）テント村を運営する総社市市長がＶ活動、視察予定。テント村は5月末までの予定。


	その他
	・4/5夕に相生市社協からインソール22、防塵マスク600が届く予定。
・チラシやオリエン資料など、大量コピーは、市役所に発注可能（計画的に早めに発注する）
・丹波篠山市社協Vは4/4～5参加。他府県の社協Vバスの予定も入ってきている。





